
令和５年９月２６日  
 

報道機関各位 

 

長岡市教育委員会 科学博物館長  

 

        村上から糸魚川まで、県内の多彩な出土品を紹介！ 

 「土偶と石棒 縄文の精神文化 」を開催中 
 

縄文時代には、実用品でなく精神性に関わる「第二の道具」と呼ばれる土偶や石棒

がつくられていました。特に火炎土器の時代（中期、約 5,000 年前）には、特徴的な

「河童形土偶」や彫刻を施した大形石棒が登場します。これらは観念的な次元でつく

られ、実用的な用途がわからない、機能が明らかでない形態で、縄文人たちの信仰・

祭祀・儀礼・呪術などと深く関わっているとされています。 

本展示では、新潟県内の縄文時代中期を中心に、後・晩期の出土品も交えながら、

縄文人の精神文化を象徴する心の造形をさぐってみます。 

 つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、周知にご協力いただくと

ともに、ぜひ取材くださるようお願いします。 

 

馬高縄文館特別展 「土偶と石棒 縄文の精神文化 」 

１ 期  間 ９月２３日（祝・土）～１１月５日（日） 

２ 会  場 馬高縄文館展示室（関原町１丁目 3060-1、℡46-0601） 

３ 観 覧 料 ２００円（高校生以下無料、２０人以上団体１５０円） 

４ 関連講座 「信濃川流域の土偶と石棒をさぐる」 

日 時 １０月１５日（日）午後２時～３時３０分 

講 師 石川智紀（（公財）新潟県埋蔵文化財調査事業団） 

小熊博史（馬高縄文館館長） 

会 場 馬高縄文館学習室 

定 員 ５０人 

参加費 無料（参加者は展示室の観覧無料） 

※詳細は別添のチラシをご参照ください。 

 

 

 

問い合わせ：科学博物館・馬高縄文館 小熊・小林  

TEL０２５８－３２－０５４６  

長岡市 

大形土偶「ミス馬高」 
（国重要文化財、 

  馬高縄文館所蔵） 






